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第37回理事会、第15回評議員会を実施

5月22日（金）に第37回理事会が芝パークホテルにて開
催され、令和7年度事業報告・決算及び第15回定時評議員
会の開催内容等が承認された。それを受け、6月10日
（水）に第15回定時評議員会が開催され、令和7年度事業
報告・決算が承認された。

令和7年度事業については、令和5年度以降注力してきた
「自動車技術教育の抜本的強化」、および令和７年度より
開始した「活動成果の見える化、実効性の向上」にかかる
活動をほぼ計画通り実施した。

なお、令和7年度事業報告の概要を
まとめた動画を作成しておりますので、
是非ご覧いただき（右のQRコードよ
りアクセス）、弊財団活動により一層
のご理解を賜りますようお願い申し上
げます。

▲第15回評議員会の様子

第15回評議員会の終了後には、評議員、理事、監事及
び関係団体・企業の皆様にお集まりいただき懇親会を開催
した。同会の冒頭では、佐藤理事長が「今後は（当財団に
よる）支援活動の場に出向き、皆さんの声を聴きながら、
現場で盛り上げていきたい。高校生に対し、日本のモノ作
りや自動車産業の有り様を示して興味を持ってもらい、産
業活性化のために尽力していく」と挨拶。

また、乾杯のご発声で登壇された古藤一弘評議員（全国
自動車教育研究会 会長、東京都立蔵前工科高等学校 校
長）は「工科高校については、一部でネガティブな誤った
イメージを持たれている。その一方で生徒に対する企業の
評価・ニーズは、極めて高い状況にある。教育界と産業界
が一層連携し、工科高校の魅力と実力を社会に示しながら、
未来の自動車社会を支える人材育成に努めていきたい」と
述べられた。

････5～6月

クルマへの関心高揚、モノ作り人財の不足という課題に
対処するには、自動車業界全体での連携・取組が不可欠と
なりますので、皆様方には弊財団活動への一層のご理解、
ご支援を賜わります様よろしくお願いいたします。

尚、この度評議員の一部選任が行われ、以下3名の方々
が新たに就任されることになりました。

中村 嘉孝 氏
(公財)自動車製造物責任相談センター 常務理事・事務局長

志鶴 光俊 氏 東京海上日動火災保険(株) 常務執行役員
生島 拓也 氏 損害保険ジャパン(株) 常務執行役員
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令和８年度自動車技術教育用教材提供へ114校から応募
技術教育

････６/1開始（6/30締切）

財団は、技術教育支援事業の一環として、今年度対象の
14都道県（下記参照）で自動車技術教育を実施している
290校に対し、6月初めに応募要項を送付した。

今年度のメニューでは「スキャンツール」をリニューア
ルし、整備と検査を1台で行える機器を採用した。また電
気・電子系学科の授業などでも活用できる教材として、電
気自動車の構造やモーターの仕組みを学べる「EV ミニ
カート・キット」、自動車整備の基礎技術として重要な
“正しい工具の使い方”を学べる昨年度の新教材「デジタ
ルトルクチェッカー」についても引き続き推奨している。

6月30日現在で114校から応募があった（応募率
39％） 。全国を3ブロックに分け3年毎に公募する形とし
た平成22年度以降、同地域として最多となった。これまで
に最も多かった前回（令和5年度）と比べ４校増加した。
最終的な提供校および支援内容は、8月4日に開催する審査
委員会（加藤秀次委員長）で、厳正な審査・選考により決
定する。

＜応募内容詳細（第一希望メニュー）＞
応募数の多い教材は、１位が「分解組立用汎用エンジ

ン」で45校（全体の39％）、2位が「 EVミニカート・
キット」で23校、3位が「実習用工具セット」で8校。

今年度リニューアル教材「スキャンツール（外部故障診
断装置） 」及び昨年度の新教材「デジタルトルクチェッ
カーセット」は、共に4校から申し込みがあった。

提供教材の確定後に、対象各地で行う教材目録贈呈式・
教育懇談会については、自動車販売会社での開催を増やし
ている。併せて整備工場等の現状について、現地現物で確
認することで、就労環境に関する正しい認識につながって
いる。この取り組みの実施地域は年々増加し、昨年度は7
県で実施。参加いただいた先生からは「整備工場の労働環
境が整備され３Kのイメージはまったくなく、認識を改め
る」「工場内で教え子と再会、整備士として頑張っている
姿に頼もしさを感じた」「今後の進路指導に役立てたい」
など多くの気付きがあり、大変有益な機会になった。今年
度も更なる実施機会の増加を目指している。

贈呈式及び教育懇談会の開催については、対象となる地
域の自販連各支部（自動車教育推進協議会）の事情に鑑み、
緊密にご相談しながら進めさせていただきます。ご理解、
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

▲トヨタカローラ鹿児島㈱＜写真 左＞、香川トヨタ自動車㈱
＜同 右＞での整備工場見学の様子（令和7年度開催）

【令和8年度 公募地域（14都道県290校）及び応募校数・提供校数】

【令和8年度 リニューアル教材】

▲「スキャンツール」

【令和7年度 新教材】

【令和8年度 人気教材*】 *第1希望としての申込

▲ ＜No.1＞「分解組立用汎用エンジン」 ▲ ＜No.2＞「 EVミニカート・キット」

▲ 「 デジタルトルクチェッカーセット」

対象地域 北海道 栃木県 埼玉県 東京都 千葉県 神奈川県 富山県 石川県

対象校数 37 20 29 46 16 22 11 14

応募校数 24 6 6 14 4 9 4 6

対象地域 福井県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県

対象校数 7 10 7 22 23 26

応募校数 5 4 2 13 3 14

合計

290

114
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････ 4～6月 研 修

令和8年度4～6月の講師派遣実績は、開催件数236件
（前年同期差 -5件）、参加者78,962名（同 ＋4,166
名）となった。

全236件の分野別内訳は以下の通り。「自動車技術」
「交通安全」ともに前年同期を下回ったが、現在もSNS
や教員の集う会議などでの告知、申込促進に継続的に取り
組んでいる。

全236件の分野別内訳は以下の通り。

1)自動車技術：計9件（最新技術6件、整備技術3件）

当研修は最新の電動車両の見学などを通じ、先進技術に
直接触れることができる出前授業。ハイブリッド車や燃料
電池自動車などについて、電気科をはじめとした幅広い学
科の生徒でもわかりやすいよう解説している。

参加した生徒、先生からは「車の製造販売以外にも地域
貢献などいろいろな取り組みをしていることを知ることが
できたので良かった」「実際に工具を使ってのナットの締
め付けや空気圧の点検といった作業をさせていただけたこ
とが良い体験となった」と高い評価を得た。

▲福島県郡山商業高等学校での講師派遣（交通安全）

分野 件数（前年同期差） 対象

1)自動車技術 9件（-4）
主に工業系の生
徒

2)交通安全 227件（-1）
生徒指導担当の
先生並びに生徒

43都道府県の研修会(236件)に講師を派遣

▲北海道富良野高等学校での講師派遣（自動車技術）

2) 交通安全：計227件

今年度より交通安全分野の新規メニューとして設定し
た「自転車の違反運転の危険性を知る」の実施件数が
154件となり、同分野全体の68％を占めた。令和8年4
月より開始された16歳以上の自転車運転者を対象とし
た交通反則通告制度（青切符制度）導入を踏まえ設定し
たメニューであり、教育現場のニーズを的確に捉えた証
左といえる。

自転車の違反運転の危険性を知る 154

クルマから見た歩行者・自転車 54

自転車に乗る前の心がまえ 7

交通事故のリスクと損害保険の役割 3

自転車事故のリスクと損害保険の役割 8

二輪車（バイク）の交通安全 1

財団では、当講師派遣活動の効果を定量的に把握すべく、
令和7年度より受講生徒を対象としたアンケートを開始して
いる。当該期間では計95校26,094名から回答を得た。前
年度に続き、当該期間でも以下グラフのように顕著な成果
が確認できた。

「自動車技術」「交通安全」分野の主な設問に対する回
答は以下の通り。

1)自動車技術：計 4校 97名

2)交通安全：計 91校 25,997名

講師については、全236件のすべてを地元の自動車教育推
進協議会メンバーにご担当いただいた。

講師派遣にご協力いただいた関係団体・企業の皆様に紙
面をお借りして深謝申し上げます。

90%

9%

0% 1%

＜受講後の交通安全に対する意識＞

高まった

変わらない

高まらなかっ

た
未回答

54%37%

7%

1%

1% たいへんそう思う

少しそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

まったくそう思わない

＜受講後のクルマに対する興味＞

91%
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････6/17～
研 修

令和８年度JAEF研修会の参加者を募集

財団は令和8年度JAEF研修会の募集について、当財団
メールマガジンに登録された先生方への案内、及びSNSや
外部の先生向け研修紹介サイトを活用した情報発信を行い、
幅広く参加を募った。本年度は下表の通り計2回の開催を
予定している。

JAEF研修会は、全国の高校教諭を対象に財団主催で実
施。関係団体・企業のご協力のもと、施設見学や体験実習
などをセットにして行い、これまでに参加した先生方から
は高い評価を得ている。

令和７年度からは、研修会の場で得た気づきやモビリ
ティの魅力などを、生徒に対して余すことなく伝えてもら
うためのコミュニケーションツール「受講レポート」を導
入している。

今年度も文部科学省、および全国高等学校長協会、全
国工業高等学校長協会、日本私立中学高等学校連合会、
全国総合学科高等学校長協会、全国公民科･社会科教育
研究会の後援・協賛を得ており、財団は全国の高等学校
の先生方に積極的な参加を呼びかけている。

【令和8年度JAEF研修会開催計画】
▲令和7年度 JAEF研修会の様子

回 開催日 会場 テーマ・講演・講師 募集人数

1
7/29
（水）

日本自動車研究所
＜茨城県つくば市

・城里町＞

ー自動車先進技術の評価試験設備の特別見学ー
～城里事業所では高速周回路をバスに乗車して走行体験～

【見学・体験】
・城里事業所：5車線に拡幅された周長5.5kmの高速周回路をバスに乗車して走行体験
・つくば事業所：通常非公開の各種先進技術（※）の評価試験設備を見学

※ 自動走行、環境、安全 など

20名

2
8/5

（水）

富士スピードウェイ
富士モータースポーツフォレスト
＜静岡県駿東郡小山町＞

ー「観る」・「走る」富士スピードウェイー
～モータースポーツを通じて、モビリティの魅力に迫る～

【見学】
「富士モータースポーツミュージアム」・「ウェルカムセンター ＆ ルーキーレーシングガレージ」

【実習・見学】
「カートイベント」レンタルカートによるタイムアタック
「体験走行」・「バックヤードツアー」 他

※ 天候により実施内容が異なります

30名

動画学習サイト「早わかり！クルマ塾」に国内調査報告動画を掲載 ････６月 普及啓発

財団は、動画学習サイト「早わかり！クルマ塾」にて、
国内調査報告の動画シリーズ 『“モビリティハブ”は
新たな交通インフラとして普及するか』の１回目（全3
回）を財団ホームページに掲載した。

モビリティハブは、複数の交通手段を結びつける交通
の結節点として機能する拠点であり、駅前に多く見られ
る。昨今、様々な自治体において、駅から離れた新しい
タイプの“モビリティハブ”の実証実験が進められてお
り、新たな交通インフラとして普及させていくための課
題について紐解いていく。

その１回目として『社会の変化とモビリティハブ』と
題した動画を公開。 モビリティハブとMaaS（Mobility 
as a Service）の違い、モビリティハブに注目が集まる
背景などを解説している。

これに続く以下2本の報告動画についても、公開に向
けて現在準備を進めている。

『2. 川崎市での実証実験』
『3. モビリティハブ普及に向けた課題』

▲『“モビリティハブ”は新たな交通インフラとして普
及するか 1.社会の変化とモビリティハブ』

※ 「早わかり！クルマ塾」は
以下URL、右記QRコードよ
りご覧いただけます。

https://jaef.or.jp/

6-kurumajuku/


